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大津事件考
供述調書等からみた犯行の動機
第1 はじめに
鎌倉利行＊
明治24年 (1891) 5月27日、大審院は犯人津田三蔵に対し謀殺未遂の罪（刑法292条・ 112条・
113条 1項）を適用して無期徒刑の判決を言い渡した。そして、動機については「今回露西亜國
皇太子殿下ノ我邦二来遊セラル、ハ尋常ノ漫遊ニアラサルヘシト妄信シ私二不快ノ念ヲ懐キ居夕
ル虞明治廿四年五月十一日殿下滋賀縣へ来遊二付キ被告三蔵ハ大津町三井寺境内二於テ警衛ヲ為
シ其際殿下ヲ殺害セントノ意ヲ競シ」と記している。つまり、犯人津田三蔵が、当時日本中に広
まっていた「皇太子の来日は単なる遊覧旅行ではなく、後日日本を侵略するため地理形勢を調査
する軍事的偵察旅行である」との噂を信用し、かねて不快の念を抱いていたところ、犯行当日三
井寺境内記念碑前で警備をしていた際「皇太子をこのまま帰したのでは日本国家のためになら
ん」と考え、憂国の一念から皇太子を襲撃したものと認定しているのである。
しかし、供述調書を精読・整理すれば、この事件は「国家のため」というような大袈裟なもの
ではなく、犯人の極めて個人的な感情による衝動的犯行であった．と考えざるをえない。つまり、
津田三蔵の軍歴と勲章• 西郷隆盛生還の風説・三蔵の性格の 3つが絡まって犯行の下地（遠因）
を形成し、犯行当日三井寺境内記念碑前での興奮• 激情が引き金（近因）となって起った個人的
事情による衝動的な犯行であったと思う。
そこで、津田三蔵や関係者の供述調書を中心に、当時の捜査記録や新聞記事などを交えながら、
「犯行の動機」を考察する。
第2 犯行の下地（遠因）
1 津田三蔵の軍歴と勲章
① 津田三蔵は、安政元年12月29日 (1855.2. 15) に父長庵・母きのの次男として江戸の藤堂
屋敷で生れた。父長庵は藤堂家の藩医であったが、彼が15オのころ病死した。母きのは新潟
県中頸城郡の士族落合弥吉の長女で、事件当時は本籍地の三重県伊賀国阿拝郡上野町大字徳
居町で一人暮らしていた。兄貫ー（弘化3年生）は明治19年ころ富山方面に出奔して以来所
在不明であったが、事件後死亡したとのことであり、弟千代吉（安政5年生）は事件当時は
東京の電気会社に勤めていた。また、妹ユキ（文久元年生）は明治12年に巡査町井義純に嫁
いでいる。
幼少期は藩校で漠字・習字・武芸等を修学し、明治4年の廃藩置県により家族と共に郷里
編集部注＊ 弁護士 本稿は、 2004年5月15日開催法学研究所第51回特別研究会の報告原稿に加筆修正したもの
である。
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の三重県上野町に移住し、同 5年鎮台兵に応募して名古屋鎮台に入隊し金沢分営に配属され、
同6年には越後国大野郡の暴動鎮圧に従事、同8年には陸軍伍長に昇進している。同10年2
月には越中国蠣波郡の暴動鎮圧にも従事した。
明治10年西南戦争に従軍し、同年4月に従軍慰労金3円、同年5月には同じく 2円50曳を
下賜され、翌11年10月には軍功により勲7等に叙せられ、 100円を下賜された。
除隊後の明治15年3月に三重県巡査を拝命したが間もなく退職し、同16年再び三重県巡査
となり、同18年8月依願免（辞職の理由は、上席巡査の部下に対する取扱いが偏頗だとして、
同僚巡査の送別会の宴席で同志相い謀り右上席に暴行を加えたからだとされている）。同年
12月に滋賀県巡査を拝命して水口警察署詰（この再就職は、旧藤堂藩士陸軍歩兵大尉西島守
信の保証による）、同21年に速水警察署詰、次いで同23年9月から守山警察署詰になった。
この間、勤勉賞与を受けること 3回、犯人逮捕により賞与を受けること 1回。
なお、三蔵は明治16年岡本瀬兵衛の娘き祓と結婚（戸籍謄本では明治17年入籍）、一女一
男あり（長女完明治20年生、長男元尚明治22年生）。事件当時は、野洲郡三上村大字三上
所在の巡査派出所で親子四人が暮らしていた。
② ところで、三蔵は西南戦争に従軍したことを非常に誇りにしていた。また、西南戦争に対
する思い入れは人一倍強いものがあった。そして、その軍功により天皇から拝受した勲章は、
彼にとっては命よりも大事な宝物であった。しかも、このことが動機の遠因を形成する一要
素であると考えられるので、三蔵と西南戦争との係わりについて若干述べることにする。
明治10年2月15日から17日にかけて、西郷隆盛の率いる一万三千の薩摩藩士が鹿児島を出
発し、豪雪の中を一路熊本城めざして進軍した。政府は、同月19日太政大臣三条実美名で
「賊徒征討令」を出し、有栖川宮熾仁親王を征討総督に任じ、征討軍団を組織して大阪に総
督本営を置いた。一方、熊本鎮台司令官陸軍少将谷干城は守城作戦を採り、橋梁を撤し• 柴
柵を造り・要所に地雷を埋め、専ら熊本城の防備を固めた。鹿児島を発った西郷軍は、同月
20日熊本城を包囲し、 22日の早暁から総攻撃を開始した。政府軍は、熊本城救出のため陸軍
卿陸軍中将山県有朋率いる二個旅団が大阪から瀬戸内海を西進して同じ22日博多に上陸、直
ちに熊本に向かって進撃した。しかし、西郷軍の熾烈な抵抗に会い、各所で苦戦し、なかな
か熊本城に近づくことができない。
そこで、政府は援軍の派遣を決定し、三蔵はその一員として 3月2日金沢を発ち、同月11
日神戸で征討別働隊第一旅団に編入され、同月13日海路長崎港に到着した。その頃、熊本の
北約20キロメートルの田原坂では連日両軍の激闘が続いており、政府軍はこの難所を突破す
ることができず、熊本城解放の目処が立たなかった。そこで、陸軍大佐高島靭之助の進言を
入れ西郷軍の背後を衝くことになり、陸軍中将黒田清隆を司令官とする三個旅団の衝背軍を
編成し、三蔵らの征討別働隊第一旅団は長崎港を出て、 3月20日肥後国日奈久（現、熊本県
八代市の少し南）に第一陣として上陸し、忽ち八代を占拠した。別働第2. 第3旅団も続い
て上陸し、衝背軍は宮原・鏡等で連日激闘を繰り返しながら熊本城に向かって北進した。三
蔵は、 26日大野山の戦闘で左手に銃弾創を負い八代絹帯所で治療を受け、 4月2日長崎病院
に入院した。しかし、日奈久に上陸して北進を続けていた衝背軍は、緑川の戦斗で勝利する
や一気に敵陣を突破し、 4月14日遂に熊本城に到達した。そして、翌15日黒田清隆が入城し
て、 50余日に及ぶ熊本城の攻防は決着したのである。
三蔵は、傷癒えて 5月26日原隊に復帰し、以後日向・大隅・薩摩と西郷軍を追って各地を
転戦していたが、 8月17日軍曹に昇進した。
一方、人吉•宮崎と敗走し延岡まで退いていた西郷隆盛は、険路半月をかけて 9 月 1 日鹿
-10-
児島市街に帰着し、 500の兵と共に城山に最後の陣を構えた。そこで、各地に散らばってい
た政府軍は陸続と鹿児島に結集して城山を包囲し、同月24日の早暁城山に総攻撃をかけ、 7
カ月に及んだ戦闘も漸く終焉した。三蔵は同月29日に伊集院を発ち、 10月22日金沢に帰営し
た。
ところで、陸軍卿山県有朋率いる政府軍の本隊が、熊本城の北辺で西郷軍の強烈な抵抗に
会って難渋していた時、衝背軍が日奈久に上陸し、西郷軍の兵力を北と南に分散させ、かつ
鹿児島との通路を遮断したことが、熊本城の解放に成功した最大の要因であった。しかも、
熊本城の勝敗が、結局西南戦争の帰趨を決したことを考えるならば、衝背軍の存在と功績は
極めて大きかったと云える。そして、この衝背軍の第一陣として日奈久に上陸して熊本城の
解放作戦に参加し、名誉の負傷をしてまで熊本城の解放に貢献したことは、三蔵にとって非
常な名誉であり、かつ誇りであった。
三蔵の大津地裁予審判事三浦順太郎に対する 5月13日付の供述調書（第3回調書）によれ
ば「其方ハ西南暴動に出シ片ハ何レニテ載ヒシャ」との問に対し、「嘗時金澤螢所二在リテ
伍長ヲ勤メ長崎ヨリ肥後ノ『ヒナグ』『タテガミ』八代等二連載シ緑川ノ戦ヨリ終二熊本城
二連絡ヲ通シ其『タテカミ』ノ載ニテ左手二銃丸ヲ受ケ今尚ホ其創痕アリテ屈伸自由ナラ
ズ」・「連載中三月二十五日銃丸ノ傷ヲ負ヒ五月一日全癒ノ後大隊長古川氏清付ノ書記ヲ命セ
ラレ後日向ノ『ミヽツ』川邊ニテ軍曹二任セラレ九月二十七日平定ノ日マテ従軍セリ」と答
ている。彼の供述調書は、大津地裁予審判事三浦順太郎に対するもの4通 (5月11日付 ・12
日付 ・13日付 ・14日付）と大審院予審判事土井庸太郎に対するもの1通 (5月18日付）の計
5通であり、頁数は全部で106頁であるが、彼が西南戦争の戦斗について語っているのは僅
かにこの 1頁だけである。しかも、彼は日奈久に上陸したあと一週間後には負傷して戦列を
離れ、緑川の戦にも熊本城の入城にも参加していない。それなのに、西南戦争での戦斗歴を
聞かれた彼が、殊更この部分だけを語っているのは、衝背軍の一員としてこの作戦に参加し
たこと、また名誉の負傷をしてまで熊本城の解放に貢献したことをいかに誇りに思っていた
かということを示している。
また、三蔵は傷が癒えて後原隊に復帰し、日向・大隅・薩摩と九州各地を転戦し、最後に
9月24日の城山総攻撃に参加しているが、当時母きのに宛てた手紙に「9月24日午前4時よ
り大進軍にて大勝利、魁首西郷隆盛•桐野利秋を獲斃し大愉快、楽隊音楽を奏し、各部隊は
日の丸の旗を揚げ、戦士は凱歌を歌い勇気山を抜く、項羽も三舎を避るかと思わる、勢な
り」と記しているが、西南戦争に従軍して朝敵西郷軍を打ち破った彼の満悦の様子が窺える。
さらに、三蔵は「我、も今日ノ進歩ヲ為シ條約改正モ致ス様ニナリシハツマリ十年ノ役以来
ノ事ニシテ」（三浦予審判事に対する第 1回供述調書）と述べ、西南戦争の時代的価値を高
く評価している。明治政府は、発足したものの廃藩置県・地租改正・家緑停止令・徴兵制等
に不満をもつ士族や農民により、各地で暴動や反乱が起り、政権は極めて脆弱であった。し
かし、西南戦争における官軍の勝利が、日本近代化の歩みを着実なものにしはじめたことは
事実である。つまり、日本の近代化にとって西南戦争の果した役割は非常に大きかったし、
三蔵もそのことを十分に認識していたのである。
要するに、西南戦争に官軍の下士官として従軍した 6カ月余は、三蔵の人生において最も
充実した期間であった。そして、國家にとって価値高き戦争に従軍し衝背軍の一員として名
誉の負傷をしてまで勇敢に戦ったこと、自分は負傷のため途中戦列を離れたがこの衝背軍の
働きが戦争の雄雌を決したこと、そして引き続き九州各地を転戦し最後に城山総攻撃にも参
加し遂に朝敵西郷軍を撃滅したことは、彼の人生において最も輝かしく・誇らしい経歴で
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あった。
③ また、三蔵は三浦予審判事に対し「願ヒタキ7アリ」と申し立て「自分ハアノ場ニテ死ヲ
決シ居リタルモノナレバ斯ク自分ヲヒドク縛セサルモ逃ケ隠レハセズ自宅二蹄リテカ又ハ何
虞カニテ自殺スルノ決心ナリ、然）レニ警部力誰レカ自分ノ首ヲ斬リ尚少シク首力績キ居ル故
今日呼吸ナシ居ルモ実ハアノ時モー少シヒドク遣リ呉レシナレバ今ハ死シ居リシモノナリ捕
ハレテカラ後自分ハ我力首卜掛ケ替ニモ為スヘキ勲章ヲ警察官二渡シタレバ言ハバ自分ノー
身ハ既テニ空殻モ仝様ナレバ早ク絶命為サセ貰ヒタシ願ヒト云フハ之レノミ」（第3回供述
調書）と述べている。
この供述によっても判るように、三蔵にとって勲章は命にも替えがたい大事なものであっ
た。天皇のため・日本国家のために死を賭して戦い、自分の生涯において最も輝かしい経歴
である西南戦争での軍功によって天皇から拝受した勲章は、彼にとっては最高の栄誉であり、
命にも替えがたい大事な宝物だったのである。
2 西郷隆盛生還の風説
① ロシア皇太子が来日する数ヵ月前から、いろんな噂が流れはじめた。その 1は、今回の皇
太子の訪日は単なる遊覧旅行ではなく、将来日本を侵略するためその地理形勢の調査を目的
とする偵察旅行であるというものであり、その2は、西郷隆盛は城山で討死したのではなく、
重囲を脱してシベリアに逃れ、今回の皇太子来日の際ロシア軍艦で帰朝するというもので
あった。そして、これらの噂は新聞の報道と相まって忽ち日本中に広がった。
当時の日本は、維新後未だ20余年、政治体制も社会制度も十分に整備されておらず、しか
も欧米列国からは虎視眈々と狙われており、人心は極めて不安定な状態にあったから、確か
に流言輩語が伝播しやすい素地があったといえる。しかも、憲法発布（明治22年）によって
言論は自由になり、報道機関の活動は一挙に活発化し、真偽の別なく情報が全国に速やかに
伝播されかつ増幅される状況にあった。
ところで、その頃前者の風説が広まったのは、幕末以来屡々我国を襲撃し、また強大な軍
事力で威嚇して不平等条約を締結させ、さらに樺太と千島を交換させ、最近では朝鮮半島へ
の進出を企図しているという世界の超大国ロシアに対する国民の恒常的な恐怖心に加え、今
回ロシア皇太子が軍艦を連ねて来訪し、しかも鹿児島から青森まで一ヵ月もかけて我が国内
を巡遊するということに対する猜疑心に起因したものであったと思われる。
それでは、後者の「西郷隆盛生還の風説」とは一体どのようなものであったのか？ そし
て三蔵は何故この風説を信じ異常なまでに怯えたのか？ということについて考えてみたい。
② 西郷隆盛生存の噂は、西南戦争の最中すでに存在していた。明治10年8月4日付の読売新
聞は「戦地にては昨今西郷の居所をたしかに探して官軍へ報じたものは百五十圃下され取押
へれば千圃になるといふ評判が高くなり男は勿論女までもどうかして探し出そうと銘々氣を
揉み目的もなく探しに出る者もあり……何ぶん今に行衛が知れず……降参人の申し口は種々
にて取留ず中で西郷や桐野の顔をたしかに知ッて居るものさへ稀にて雨人は支那へ渡ッたの
又は朝鮮へいッたのといふが……」と報じている。つまり、西郷軍の敗色が極めて濃厚と
なったころに生まれた「西郷隆盛国外脱出の噂」は、その後一般国民の願望と共にその心の
中に深く生き統けていたのであるが、明治24年ロシア皇太子の来日を前に「西郷隆盛生還の
風説」として俄に甦ったのである。もちろん風説とか流言輩語というものは、本来その性質
上誰が• いつ云い出したかという起因を確かめることはできないが、この風説が一地方に止
まらず広く一般的なものとして日本全国に広まる切っ掛けとなったのは、間違いなく明治24
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年3月31日付の新聞日本が「鹿児島の訛言」と題して 3月25日付鹿児島新聞の記事を二面の
最下段に小さく転載したことであった。その記事は下記のようなものである。
「何者の好奇漢が頃日鹿児島新聞に左の如き投書を為したりと緒方氏の蹄郷、露艦の来朝等
の時事によりて浮み出たる想像なるべきも南朴I翁か百二都城皆我惰と快呼したる昔日を思ひ
出て興なることなれは絃に掲ぐ
（前略）西郷翁以下の饒将か岩崎谷にて討死の事は兼々大に疑ひ居候虞頃日風説する虞に
よれは西郷翁を始め桐野利秋村田新八淵邊高照等の諸将は子今存生なりとの事なり今此に
聞込みし儘を報道せんに西郷翁以下の諸将は城山没落の前々夜重園を脱して串木野なる島
平浦に到り同所より和船にて甑島に渡り同島桑の浦にて魯國の軍艦某琥に乗り組み同國浦
潮港に上陸し西比亜の或兵螢に潜み魯兵の訓練に従事し居りしに去る十七八年頃黒田清隆
氏が獣州巡廻の際其事を聞込れ窃かに其兵螢を訪ふて面會し大に日本賭来の事を謀議し約
するに明治二十四年（初期國會開設の翌年）蹄朝の事を以てしたり是を以て西郷翁以下の
諸持は其約を履んで蹄朝せんと欲し魯國政府に其事情を告けしに同國政府も諸将か同國を
去るを惜むと雖諸将か故圃を懐ふの情を察し然らば軍艦を以て護送せんとて其名を皇太子
の漫遊に藉り敷艘の軍艦を以て護送し来る筈なりとの事なり云々」
そして、翌4月1日には、東京朝日新聞が「西郷隆盛の蹄國」と題し「今度熊本縣に緒方
夫門氏蹄國の事あり又露圏皇太子の束遊の事なとあるより附會せしにや鹿児島縣下には例の
西郷先生未死の訛言再び行はれる由にて此程の鹿児島新聞に左の如き投書を為したるものあ
り」として、新聞日本の前記事と同内容の記事を一面に大きく掲載した。すると、翌2日に
は、新聞日本が「十年九月二十四日西郷は岩崎谷鮫島元氏の門前にて桐野村田淵邊邊見其他
敷名は岩崎谷の入口の曇壁中に同枕に斃れたるを見認たり……」と西郷以下諸将討死の際検
使の場にいたという人物の宮崎新報への投書を転載し、逆に同日付の読売新聞は「西郷翁は
猶生存せりとの説に付て」と題して、西郷は屁近の2・3将士を従え短艇に乗り魯国軍艦で
西比利亜に渡り今回魯国皇太子殿下と共に帰来するとの風説があるが、城山で討死したのは
身体肥満・容貌風釆全く西郷と見分けがつかない東藤太左衛門が身代わりになったものであ
る旨を報じ、また同月 3日付の毎日新聞は鹿児島の西郷の墓所に葬られているのは宮崎県の
東某の屍であると東の実子が語っていると報じるなど、全国各地の新聞は以後連日の如く
「西郷は生きて還ってくる」・「いや城山で討死した」との両説を書きたてた。
あまりの騒ぎに、東京朝日新聞は香港に打電し、その結果を11日付の一面トップに「西郷
来らず」との見出しで「西郷が露国皇太子の船にありとの風説に封し昨日電報にて念の為香
港通信者へその虚賓を問合わせたるに夫等の人は皇太子の船に乗組居らずとの返報ありた
り」と報じたが、それでも新聞各紙は競って西郷関連記事を載せ、また西郷隆盛鹿児島上陸
の様子などを描いた錦絵も巷間評判がよく飛ぶように売れた。このように、西郷生死の論争
は一向に収まることなく、延々として続いたのである。
③ ところで、三蔵の三浦予審判事に対する第 1回供述調書には、「其方平生何新聞ヲ購讀ス
ルカ」との問に対し「滋賀縣へ来リシ以来日ノ出新聞ノミナリ他二国民ノ友十部計リ求メタ
ル7アリ」と記されている。当時、彼は「日出新聞」を購読していたのであるが、その日出
新聞もまた、 4月1日付の四面最上段のトップに「西郷翁生存せりとの説」との見出しで
「明治十年の昔し時の政府と意見合はず薩の健兒三万を率ひて熊本に攻め上りし西郷隆盛翁
以下の諸将今尚生存せりとの説ある事固より虚偽ならんと雖ども翁の城山の露と消ゆるや村
田新八其首級を匿せしを以て幾分世人の疑を存し其嘗時も支那に入りしとの説もあり甚しき
は西郷星と云ふ星となれりとの説もありしが去る二十五日の鹿兒島新聞には右等の諸将露國
-13-
に在りとの説を載せたり餘り奇怪なれば左に轄載す」として西郷帰朝の記事を掲載した。そ
の内容は、前記3月31日付新聞日本の記事と同じものである。
続いて、同紙は4月7日付の三面最上段に「西郷南洲翁生存の風説」と題して「一たび鹿
兒島新聞に西郷南洲翁の露圃に奔りて今尚ほ存命なる趣きを報ぜしより此風説に付て種々の
附會説を加へ尾鰭を足して事賓らしくに書き立つる新聞も少なからざれども少しく穿ちて見
れば何れも小説風の趣向又は講談流の虚誕に過ぎず前後辻棲の逢はざること、のみなるが」
と述べたあと、その頃の噂話を幾つか紹介し、最後に「畢覚此事の起りは露國皇太子殿下の
来遊に際し鹿兒島に立寄らせらる、との報と熊本の緒方武門氏が生存し居りしとのことより
國會已に閉ぢ新聞紙上面白き種子の切目に乗じ斯る浮説を製造し一時人心を鼓動したるなる
べし左れば此事に闊し世上紛々日に新奇の説を加ふれども本紙は一々之を掲げず萬ー事の確
賞らしきものあらば之を報ずるに怠らざるべし」と書いている。つまり、西郷生存• 生還の
話が連日各新聞紙上を賑わしているが、それらは所詮小説か講談話のようなもので信用でき
る話ではないから本紙は一々取りあげないが、「萬ー事の確賓らしきものあらば」それは怠
りなくキチッと報道するというのである。
そして、 4月9日付の一面に 3つの西郷関連記事を載せた。 1は一面最上段トップの「西
郷生存に就て」と題する「高知縣の茶業者平尾喜壽氏が露國の茶販路視察のため派出せし節
明治廿一年十二月十二日西比利亜に於て西郷を見受けたりとの説あり」というものであり、
2は一面最上段中央に「西郷生存説遂に叡聞に達す」との書き出しで「西郷隆盛翁死して復
た活きんとす道路喧偲整叡聞に達す陛下則ち微笑み給ひて侍臣に宣はすらく隆盛にして蹄
らば彼の十年の役に従事して偉効を奏せし諸将校等の勲章を剥がんものかと承るも畏こし」
という記事であり、 3は一面中段の「西郷翁の影武者」と題する大要「現地に詳しい人の云
うには、西郷には 5人の影武者がいて、自分は西郷の一隊が延岡から城山へ向うのを目撃し
たが、西郷は城山へは向わず海岸の方へ行ったことは事実であり、その中に桐野・村田らも
居た」との肥筑日報からの転載記事である。
これらの記事は、 4月7日付紙面でわざわざ「確実なことだけを報道する」と断った後に
書かれたものである。三蔵は、この記事を読で西郷隆盛の生還を信じたのではないだろうか。
特に、上記「西郷生存説遂に叡聞に達す」との記事が問題である。勿論これは戯文の類であ
ろう。しかし、特異な性格であり、勲章を命にも替えがたい大事な宝物と考えていた三蔵に
とっては、戯文や笑文ではなかった。この記事は、彼の心に極めて大きな衝撃を与えたに違
いない。
④ そのことは、妹婿町井義純の供述調書に現れている。三蔵は郷里の上野で一人暮しをして
いる老母の引きとり方につき相談のため、 5月1日から 2日にかけ長女完を連れて帰省し、
町井と面談しているが、その時の様子を町井は「本月（註：五月）一日津田三蔵ガ自分宅
（註：三重県伊賀国阿拝郡上野町の町井宅）二来リ種々ナル談話中三蔵ハ今度露國皇太子ガ
束ラレルソーナガ夫レニハ西郷モ共二蹄ル由西郷ガ蹄レハ我々ガ貰フタル勲等モ剥奪サルヘ
シ困ッタ7ダト話シタルニ付自分ハ滋賀縣ノ駐在所ニハ新聞誌ハ無キカ西郷云々ノ虚説タル
7ハ近頃ノ新聞ニハ明瞭シ居レリト申シタル虞三蔵ハ駐在所ニハ新聞ハナイガドーモ事官ナ
ラント思ヘリナゼナレバ露國ノ皇太子ガ日本二御出ルナラ先ツ東京二御出ニナルベキニ鹿児
島ニ一番二行カル、ハ西郷アルガ為メナルベシ一体表門卜裏門卜取違ヘタル様ノ噺ナリト申
シ三蔵ハ西郷蹄國ノ7ヲ信シ居ル様二相見へ其噺ハ夫レ切リニ相成タル7二有之候」（安濃
津地裁検事正渡辺融に対る 5月13日付供述調書）と述べている。
5月1日といえば、皇太子の長崎到着後既に数日が経っており、西郷生還の噂の虚説で
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あったことが一般的になっていたと思われる。また、前記町井の供述によれば、新聞も既に
その虚説であったことを報じていたようである。しかるに、三蔵はまだ西郷の生還を信じ、
西南戦争に従軍したという生涯で唯一誇りうる経歴が色褪せたものになるのではないか、ま
た命にも替えがたい大切な勲章を剥奪されるのではないかと真剣に恐れ・怯えていたのであ
る。
3 津田三蔵の性格
① 警備の巡査が、國賓であるロシア皇太子を襲撃したのであるから、当初は犯人が狂人では
ないかと考えられた。しかも、三蔵が明治16年結婚した時、一時狂人様の症状を呈したこと
があったので、なおさら捜査当局は狂人ではないかと疑い、本人は勿論親兄弟の症歴につい
てまでも調査をした。しかし、明治16年当時三蔵を治療した医師菅野亮太郎の供述では「狂
気というほどのことではなく脳充血症であり、 2・3週間で平癒、痕堀ではなく神経性多血
質」（上野区裁判所判事田中惟寧に対する 5月12日付供述調書）ということであり、また事
件直後に三蔵を診察した大津病院長野並魯吉の鑑定書 (5月17日付）は「正確ナル鑑定ハ宜
ク専門ノ裁判醤學家二命セラレン事ヲ望ム」としながらも「明治16年に宿酒のため一時脳充
血症になり酒客讃忘症に陥ったことはあるが、犯行日前後には全く精神病の痕跡はなく、無
病健康であった」というものであった。更に、親戚や同僚の供述などからも、三蔵を狂人と
するに足るものはなかったので、結局彼は正常人だということになった。
② しかし、三蔵は、狂人ではなかったにしても「一種特異な性格」の人物であったと思われ
る。そして、この性格が、彼を犯行に駆り立てた一つの大きな要因であったと考えられるの
で、関係者の供述調書や捜査記録の中から、彼の性格に関する部分を抽出してみよう。
「平素極メテ寡言ニシテ温和ノ性質」（同僚巡査大竹正貫の供述調書）。「平素人ヨリ問ハル
レハ答ヘモスルガ好テ言語ヲ接セサルモノニ有之申サバ人付ノ悪シキ人物二有之性質ハ頑固
二有之」（義兄岡本静馬の供述調書）。「平素他人卜言語ヲ交ヘサル人物」・「平素他人卜言語
ヲ接セス」・「一種風ノ変リタル人物」（同僚巡査三井鐵吉の供述調書）。「其性質ハ寡言沈黙
ニシテ人卜交際スルヲ好マズ先ツ頑固トモ稲スヘキ人物ニテ格別謄カアルモノトモ覚ヘス
……瑣末ナル事ニモ懸念シ……賓二小謄ナル性質二有之候」（義弟町井義純の供述調書）。
「餘リ固タスギル程ノ人間ニテ申サバ少謄ノ方ナリ」（実母津田きのの供述調書）。「気質ハ鈍
キ方ニテ堅クロ敷キ男ナリ」（同僚巡査横田良文の供述調書）。「何事二依ラズ物堅キ人質卜
承知致在ルナリ」（岳父岡本瀕兵衛の供述調書）。「品行ハ宜シキモ性質ハ先ツ因循ナル方ナ
リ」（同僚巡査冨家利八の供述調書）。
「性行沈着ニシテ寡言稲々頑硬ナリ」（大津警察署長から県警部長宛の性行等調書）。「常ニ
言語ノ少ナキ方ナルモ時々物二激怒スル7アリ」（守山警察署巡査から県警部宛の参考書）。
「行路相逢フモ自ラ進ンテ他二向テー言ヲ交ユル7稀ナリ」・「其日常ノ生計ハ極メテ素朴」・
「平素沈黙寡言人卜交際ヲ好マス故二交友ノ親密ナル者有ラス……榮然孤立的ノ人物ナリ」・
「其家計ヲ維持スル極メテ節倹ニシテ」（県警部より県警部長宛の上申書）。「元来仝人ハ節倹
ヲ墨守シ……職務上敢テ不都合ノ廉ハ嘔モ無之二付先ツ信用アル方ナリ」（守山警察署長よ
り県警部長宛の上申書）。
③ 事件当時には、まだ精神医学は十分に成熟していなかったので、この点についての捜査も
尽くされてはいない。従って、三蔵の精神的な面についての捜査資料があまり残っていない
現在において、明確な結論を出すことはできない。しかし、前記の如く、彼が明治16年の一
時期以外狂人様の症状を呈したことがないということ、更には平素極めて寡黙であったこと、
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人づき合いが悪く孤立的であったこと、非常に真面目で堅苦しく偏屈な人物であったこと、
しかし一方勤務ぶりについては勤勉賞与を何度も貰うほど勤勉であり信用されていたこと、
また感情の起伏が激しかったことなどを綜合して考えれば、精神分裂病などの明確な精神病
者ではなかったにしても、分裂病様の性格（性格障害）など一種特異な性格の持主であった
のではないだろうか。
第3 犯行の引き金（近因）
① 三井寺境内の左手奥に西國14番札所の観音堂がある。その裏山に少し平らになった処があ
り、そこからは大津の街と琵琶湖を一望することができる。明治10年には、明治天皇もここ
に立って美しい大津の眺望を愉しまれた。明治11年、その場所に西南戦争で戦没した大津第
9連隊468名の将兵を祀るため、立派な忠魂碑が建てられた。
犯行当日の朝、津田三蔵は警備のためこの碑の前に立った。四囲の樹々を払うが如く天に
向って従え立つ堂々たる忠魂碑の前で、彼は西南戦争の往事を回顧した。従軍中の苦しかっ
たこと、激しかった戦斗のこと、戦死した戦友のことを思い出し、またいま生きてここに在
る我が身の不思議を思い、ひとしお感慨に耽っていた。丁度ーカ月前の4月15日（熊本城開
場の記念日）から 3日間、この忠魂碑を中心に西南戦争15周年の記念祭が盛大に催された。
忠魂碑前に設けられた祭壇では慰霊祭が厳粛に執り行われた。会場は勿論大津の民家では、
幕を張り・堤灯を吊るして飾りたて、派手に花火を打ち上げて記念祭を盛り上げた。圧巻は、
大津第 9連隊の将兵200名が、官軍と西郷軍の二手に分れて行った田原坂激斗の模擬戦で
あった。ときの声は山に紆し、大砲小銃の音はさながら百雷の一時に落るが如くであったと
いう。兵士たちによる武術、警察官の剣道試合、相撲大会、競馬、大凧上げ、さらには芸妓
の舞踊や湯茶の接待、軍談・俄狂言• 西洋手品など盛り沢山の催しがあった。日出新聞は、
これら行事の様子を連日詳細に報じ、「祭典三日の間京坂其他近國近在よりの束往者賂しき
敷にて馬場停車場のi氣車は務着毎に列車一杯の乗客にてギッシリと爪も立ず太湖i氣船會社の
乗客も之れに連れて不斯の三層倍」 (4月18日付）・「賓に大津近来の繁昌なり」 (4月17日
付）とその賑わいぶりを記している。三蔵がこの記念祭に参加したとか、見物に行ったとい
う記録はない。真面目で職務に忠実であった彼は、恐らく仕事を休んでまで大津に出かけて
はいないであろう。しかし、この新聞記事は毎日胸踊らせながら食い入るように読んでいた
に違いない。
ところで、三蔵の三浦予審判事に対する第 1回供述調書には、「記念碑前ニテ西南ノ役ノ
事ヲ思ヒ出シ色々胸二浮ヒ死者二封シテモ感慨力起リマシタ」と答た後に「此時被告ハ暫ク
答弁ヲ猶豫シ呉レト申シ立テタリ依テニ三分経タル後再ヒ訊問ヲ為ス」と記されている。彼
は、その日の朝に記念碑の前で感じた興奮• 感激の状況を、夕刻取調べの際に思い出しただ
けで、答弁ができないほどに感極まっているのである。記念碑の前に立っていた時の、彼の
興奮と感動の激しさを窺うことができる。また、「同所（註：記念碑前）二配置ヲ受ケ熟ミ
回顧スレバ十年ノ役二若シ戦死シ居タランニハ今日斯カル巡査ノ職ヲ奉シ居ルニモ及ハサル
ベク色ミノ考胸二浮ヒ来リ」（第3回供述調書）、「自分ハ三井寺ノ方二立番ヲ命ゼラレタル
二執々西南ノ頃ノ事情ガ面ノアタリ思出シ十年二在テ死セシナラバ今更カク立番スルガ如キ
事モアラザルベシトノ心起リ」（堤裁判長の下調々書）とある。更に、大審院予審調書では
「今回ノ束朝二付或ハ西郷隆盛モ共二帰リ来ルトノ風説アリテ疑惑ヲ抱カシメタルニヨリ恰
カモ三井寺紀念碑前二警衛立番スルニ当リ一種異様ノ感想ヲ惹起シタリ」と述べている。
-16-
つまり、西南戦争の従軍を無上の名誉と考え、誇りに思い、西南戦争に格別の感情を抱い
ていた三蔵は、犯行当日記念碑の前に立って西南戦争の往事を回顧し、様々なことを思い出
し、興奮と感動に浸っていたのである。 1ヵ月前に熱き思いで読んだ記念祭の新聞記事も、
恐らくこの感激の情を高めたのではないだろうか。更に、彼は西郷生還の風説によって勲章
を剥奪されるのではないかと苦悩したことをも思い出し、異様な興奮に包まれていたのであ
る。
② その時、皇太子歓迎のため一斉に花火が打ち上げられた。その状況を三蔵は「紀念碑二封
シ種々感慨起リ居ル際澤山ナル車カ一時二束リ四辺騒力敷ナリ姻火二十一登ノ昇）レヲ見テ尚
更西南ノ役ノ往事ヲ懐古シ」（第3回供述調書）と述べている。彼は、従軍中鹿児島から兄
貫ーに宛てた手紙の中で「兵火により家屋は悉く焼失し、人影はなく、昼夜の砲声は雷の如
し」と記しているが、花火の爆裂音と天を覆う煙の中で、恰も九朴Iの戦場に居るかの如き錯
覚に陥り、先刻の興奮と感動が一段と強くなったものと思われる。
③ 三蔵が強度の興奮と1光惚の状態にあった時、 2人のロシア人が突然現れた。我にかえった
三蔵は、若い方を皇太子だと思い込み直立不動の姿勢で敬礼した。しかし、 2人は答礼もし
ない、会釈もしない。それどころか、記念碑に対して敬意を表さず、全く無視して談笑して
いた。記念碑は、三蔵にとって極めて神聖なものであった。彼はその態度に憤慨• 激怒した
のである。
その時の状況を、彼は次のように述べている。「記念碑二封シテハ何力敬龍デモアリサウ
ナモノト思ヒタルモ何ノ敬證モナク」・「我、も今日ノ進歩ヲ為シ條約改正モ致ス様ニナリシハ
ツマリ十年ノ役以来ノ事ニシテ殿下ニモ記念碑ノ虞二御上リアレハ相嘗ノ御敬礼ハ人情アル
ベキ事卜思ヒマス然ルニ其事ナキハ云ハ、人面獣心卜思ヒマス」（第 1回供述調書）、「木柵
二一人ノ老洋人力腰ヲ掛ケ一人ハ立チ居リ犬ノ如クニ背二縄ヲ付ケタル車夫ガ四ツバイニナ
リ字ヲ書キ居ル様子二付テモ妙ナ感覺ガ起リタリ」・「紀念碑周園ノ鉄柵ハ開キアリシモソレ
へハ入ラズ證式モ為サズニ其横ノ方ノ宮内省ヨリ百円下賜ノ札杯ヲステッキニテ指シ何力饒
舌リ居リマシタ」（第3回供述調書）、「三井寺記念碑辺二登リ来リタルトキモー行ノ外國人
西南戦死ノ士ノ碑二封シ寸奄モ會繹ナク恣二風景ヲ眺望シ各所ヲ指貼シテ人力車夫等二何事
欺問ヒ居タリ其状賓二傲然タリ」（滋賀県監獄署作成の津田三蔵一件書類）、「木柵二腰ヲ懸
ケナガラ唐崎又ハ石山へ如何トカ車夫卜咄シ居ラレタリ……車夫ハ地上二四ツ這トナリ何二
カ地上二圏ノ様ナルモノヲ書キアル其四ツ這トナリ首二縄ヲ懸ケアル龍ヲ見ルニ其容子犬馬
ノ様ニテ如何ニモ見ルニ堪ヘザルモ是レモ先方ヨリ買ハレテアレバ仕方ナク只々骨髄二徹シ
タルモ……」（堤裁判長の下調々書）、「外國人二名来タラレー名ハ年齢四十二近カク今ー名
ハ若イニ十歳未満位ノ人卜車夫ガニ名上リ来レリ……木柵ノ方へ行カレ宮内省ヨリ下賜セラ
レタル百圃ノ表札二手ヲ掛ケラレナガラ禍拝モナサズ反テ嘲ケラル、モノ、如ク見受ケラレ
タリ尤モ自分ハ洋語ハ通ゼザルモ暴動二就テ見レバ頗ル無膿卜考へ」（公判廷の供述）。
三蔵は、西南戦手で戦死した勇士のための忠魂碑に対し、 2人のロシア人が礼拝しないど
ころか全く無視し、木柵に腰をかけたり、宮内省から百円下賜された旨の木札をステッキで
指したり、あるいはそれに手をかけたり、さらには四つ這いになった車夫に何事かを説明さ
せ、琵琶湖や大津の街を眺めながら談笑している様子を見て、極めて傲慢無礼と考え憤慨激
怒したのである。そして、それまでの異様な興奮• 感動の状態がより強く高揚したものと思
われる。
しかも、彼が滋賀県監獄署に収監中、面会に来た親族に「西郷翁生存ノ説ノ如キハ必ス彼
レ（註：皇太子）力流言為サシメシ処ナリト思考ス」（滋賀県監獄署作成の津田三蔵一件書
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類）と語っていることをみれば、彼は皇太子が西郷生還の噂を流布させた張本人だと信じて
いたようである。そして、彼は若い方の 1人を皇太子だと誤認していたので、皇太子に対す
る敵意と憤激の情が俄かに高まり、ここにおいて襲撃を決意したのである。
第4 むすび
① 津田三蔵は、三浦予審判事の「其方ハ豫テ新聞ニテ色々見テ居リタル7アリテ（註：皇太
子の来日は偵察行為であるとの記事）懐慨ノ心ヲ懐キ今日不敬ヲ加ヘシト云フ訳ケカ」との
問に対し、「新聞杯ハドーデモアリマセン」（第 1回供述調書）と答えている。つまり、この
事件は、皇太子の来日を軍事的偵察行為と誤信して立腹し、國家のためその殺害を決意し、
皇太子に斬りかかったというような大袈裟なものではないと思う。
三蔵は、現場の警備責任者であった滋賀県警部西村季知に対し、逮捕直後「西村警部誠二
済マン7ヲ致シマシタ賓ハ御警衛二立チ居リテ俄カニ逆上シマシタユエデス」・「如何ナル7
ヲ為シタルカ一時眼力眩ミマシテ覺ヘマセン」（県警部西村から県警部長宛の 5月11日付上
申書）と述べ、また三浦予審判事に対し「只夕自然感覺ガ起リタリ」（第 1回供述調書）．
「当時如何ニシテ斯ル7ヲ仕出来シタルカ其ハヅミハ自分ナカラ分ラヌ次第ナリ」（第4回供
述調書）と述べていることからも判るように、動機については自分自身判然としておらず、
全く衝動的な犯行であったと思われる。
前述の如く、三蔵は西南戦争の従軍を誇りに思い、無上の名誉と考え、その戦争で拝受し
た勲章は彼にとって命にも替えがたい大事なものであったが、西郷隆盛生還の風説によって
この勲章が剥奪されるのではないかと真剣に苦悩した。加えて、彼は特異な性格（性格障
害）であったと考えられる。このような状況・要素が犯行の下地（遠因）を形成していたの
ではないだろうか。そして、犯行当日記念碑前での興奮．感動・憤激の情が引き金（近因）
となり、それまで皇太子に対して抱いていだ憤情・敵意が殺意として顕在化したのではない
か。しかし、その場（記念碑前）では実行しなかった、あるいは実行できなかった。それが
下小唐崎の路傍で立番していた時、皇太子が人力車に揺られながら、手を伸ばせば触れるほ
どのすぐ目の前を通過しようとした瞬間、一種特異性格の彼は皇太子に対するそれまでの敵
意・憤激の情が一挙に表面化し、夢中で帯力を抜いて襲いかかったのではないかと思う。
② ところで、新聞が西郷生還の噂話を連日興味本位で書きたてることがなかったら、あるい
はこの大事件は起らなかったかも知れない。また、事件当初津田三蔵は国賊扱いされ、家族
はその日の生活にも困るような状況になったが、やがて日本中が日露戦争へと傾斜していく
過程で、彼は英雄としてロシアに対する敵懐心高揚の具に利用されることになるのであるが、
若し判決が動機の認定に些か慎重であったならば、そのような情況にはならなかったのでは
ないだろうか。
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